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※事業所名、所在地、代表者氏名等に変更・訂正が生じた際は、総務課（043-227-4101）までご連絡ください。

今月の表紙
今月の表紙は、無縁寺心澄（むえんじしん
ちょう）の《都川曲水》です。
無縁寺心澄（1905-1945）は千葉郡蘇我
町赤井（現・中央区赤井町）に生まれ、旧制
県立千葉中学校で堀江正章から美術の指導を
受け、太平洋画会研究所や川端学校で油彩画、
日本画などを学びました。千葉県美術協会の
源流のひとつである「千葉藝術院展覧会」の
発起人に加わるなど、千葉市の美術の発展に
尽力するとともに、千葉市内の風景を多く描
き、街並みの記憶を今に伝えています。

ちばかわまつり「都川」（千葉県誕生150周年記念事業）にあわせて展示される
《都川曲水》は、千葉市美術館近くの大和橋から都川上流をながめた風景と伝えら
れています。
本作品は常設展「千葉市美術館コレクション選」にて6月2日（日）まで展示し
ています。

無縁寺心澄《都川曲水》1934 -1940年
水彩、紙　千葉市美術館蔵

〈会報誌電子版〉 〈LINE〉

〒260-0013 千葉市中央区中央3-10-8
☎043-221-2311
URL https://www.ccma-net.jp
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千葉市美術館　展覧会情報
板倉鼎

かなえ

・須美子展
洋画家の板倉鼎（1901-1929）は幼い頃より松戸市に過ごし、
旧制県立千葉中学校で堀江正章に学び、東京美術学校在学中
に帝展へ入選。25歳のときに妻・須美子とともにハワイ経由
でパリへ留学し、2人してサロン・ドートンヌに入選するな
ど精力的に制作を行いますが、鼎は28歳、須美子は25歳で
早世し、その独創的な作品は評価の機会を逸していました。
本展では近年再評価の機運高まる二人の作品世界の全貌をご
紹介します。
会　期：㆕月⓺日㈯〜⓺月16日㈰
休室日：⓹月柒日㈫、20日㈪、⓺月叅日㈪
　　　　※⓹月柒日㈫、⓺月叅日㈪は全館休館
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地
引 

忠
洋 

氏

株
式
会
社
Ｄ
Ｓ
Ｓ

代
表
取
締
役

お客さまと社員を大切にしながら
大規模建設の電気工事で地域の暮らしを支える

～「千葉県No.1の電気工事業者」を目指して～

2004年の設立から、「電気設備」「設計」「施工」の頭文字の
もと、数多くの大規模建設現場に携わってきた株式会社DSS。
今年11月には新社屋も完成予定です。公共・民間問わず幅広
い分野で電気工事の実績を重ねてきた地引忠洋社長にお話を
伺いました。

地引 忠洋 氏　Profile
じびき・ただひろ／1944年、市原市出身。千葉商業高校卒業後、
株式会社千葉興業銀行に就職。30年間、営業などの経験を積み、
1992年、エクステリア関連会社を起業。2002年、モデン工業
株式会社入社。有志が独立する形で2004年、株式会社DSSの設
立後に専務取締役就任。2021年、同社の代表取締役に就任。

経営談話室
Vol.230

経営談話室

金
融
業
界
か
ら
電
気
設
備
業
へ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
起
業
も
経
験

当
社
は
２
０
０
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
モ
デ
ン
工
業
で
働
い
て
い
た
先
代
が

創
業
社
長
と
な
り
、
営
業
本
部
長
だ
っ
た
私

が
専
務
と
な
っ
て
独
立
し
た
の
が
Ｄ
Ｓ
Ｓ
。

「
電
気
設
備
、
設
計
、
施
工
」
の
頭
文
字
を
取

っ
た
社
名
で
す
。
３
年
前
に
先
代
が
亡
く
な

り
、
私
が
３
代
目
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

私
は
銀
行
で
30
年
、
働
き
ま
し
た
。
窓
口

業
務
は
も
ち
ろ
ん
営
業
10
年
、
ま
た
本
社
の

審
査
部
、
管
理
業
務
な
ど
を
担
当
し
、
金
融

業
界
で
働
い
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
、
楽

し
か
っ
た
で
す
よ
。
経
営
者
の
方
々
と
の
お

付
き
合
い
も
経
験
で
き
、
県
や
市
の
仕
事
を

担
当
し
て
、
自
分
の
思
う
通
り
の
仕
事
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
時
、
築
い
た
人

脈
は
今
も
、
仕
事
の
ご
縁
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
48
歳
で
起
業
し
、
三
協
ア
ル
ミ
な
ど
メ

ー
カ
ー
の
代
理
店
と
し
て
エ
ク
ス
テ
リ
ア
や

業
務
用
家
具
、
建
材
を
取
り
扱
い
ま
し
た
が
、

利
幅
が
小
さ
く
、
５
年
ほ
ど
続
け
て
会
社
を

閉
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
番
利
益
を
出
せ

る
の
は
、
扱
う
金
額
が
大
き
い
電
気
設
備
業

だ
と
思
い
至
り
、
行
員
時
代
の
ご
縁
か
ら
モ

デ
ン
工
業
に
入
社
し
ま
し
た
。

顧
客
の
信
頼
に
応
え

現
場
に
合
わ
せ
た
人
材
配
置

こ
れ
ま
で
県
内
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ

ル
、
病
院
、
高
齢
者
施
設
、
物
流
倉
庫
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
大
規
模
建
築
の
電
気
設
備
工

事
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
お
客
さ
ま
と

じ
っ
く
り
相
談
し
設
計
・
施
工
す
る
の
が
高

齢
者
施
設
と
病
院
。
ノ
ウ
ハ
ウ
無
し
に
は
難

し
く
、
経
験
を
積
ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
で
な
い
と

設
計
も
で
き
ま
せ
ん
。

社
長
就
任
前
、
東
日
本
大
震
災
後
は
本
当

に
苦
労
し
ま
し
た
。
年
間
売
上
約
21
億
円
か

ら
一
気
に
新
規
の
現
場
が
無
く
な
っ
て
、
そ

の
年
の
売
上
が
約
４
～
５
億
円
ま
で
減
少
し

ま
し
た
が
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
ホ
テ
ル
グ
ル

ー
プ
に
助
け
ら
れ
、
ど
う
に
か
売
上
を
回
復

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
、
現
在

ゼ
ネ
コ
ン
35
社
と
直
接
取
引
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、県
内
の
「
電
気
屋
」
と
し
て
は
、単
独

で
請
け
て
い
る
現
場
の
実
績
№
１
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
を
大
事
に
し
、
お

客
さ
ま
の
信
頼
に
お
応
え
す
る
、
こ
れ
に
尽

き
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
現
場
に
合
っ
た
人
材

を
施
工
管
理
に
充
て
る
こ
と
が
、
信
用
に
直

結
す
る
と
思
い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

優
秀
な
若
手
人
材
を
確
保

建
設
業
界
も
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
当
社
で
は
業
界
に
特
化
し
た
紹
介
会

社
と
し
っ
か
り
提
携
し
、
優
秀
な
人
材
を
確

保
で
き
て
い
ま
す
。
長
く
働
い
て
も
ら
う
た

め
、
県
内
在
住
者
で
通
勤
１
時
間
以
内
の
方

限
定
で
採
用
。
若
手
社
員
は
１
級
施
工
管
理

技
師
の
資
格
取
得
を
奨
励
し
、
合
格
の
お
祝

い
金
や
資
格
手
当
な
ど
、
技
術
を
身
に
つ
け

た
若
者
の
収
入
を
上
げ
て
、
定
着
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
は
、
毎
月
の
給
与
に
新
N
Ｉ
Ｓ

Ａ
手
当
も
加
え
、
銀
行
か
ら
講
師
を
招
き
説

明
会
を
開
く
な
ど
、お
金
の
運
用
を
学
び
、み

ん
な
で
貯
蓄
や
投
資
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
外
勤
社
員
全
員
に
車
を
貸
与
。
福
利

厚
生
面
に
つ
い
て
は
同
業
で
県
下
一
だ
と
い

う
自
信
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
新
入
社
員
に
は
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
方
式
で
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

50
代
後
半
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
と
、
工
業
高
校

を
卒
業
し
た
て
の
若
者
が
ペ
ア
を
組
む
こ
と

で
、離
職
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
ん
で
す
。
収

入
面
で
も
仕
事
面
で
も
、
若
者
を
手
厚
く
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

銀
行
員
か
ら
経
営
者
へ
転
身

大
規
模
な
建
設
現
場
で
電
気
工
事
を
担
う

〈DATA〉
株式会社ＤＳＳ
代表取締役　地引 忠洋

〒263－0001  千葉市稲毛区長沼原町３６３―２
☎043−257−0748 ▲社員の皆さんと

▲本社外観。今年11月には中央区都町に新社屋が完成予定

▲本社２階オフィスの様子

▲社長室に掲げられた経営理念など
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経営談話室

Q&A地引社長 協
力
業
者
に
支
え
ら
れ

新
社
屋
の
新
築
移
転
も
予
定

社
員
は
現
在
25
人
。
設
計
や
積
算
な
ど
は

外
部
の
協
力
業
者
さ
ん
40
社
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
彼
ら
の
力
無
し
に
は
、
大
き
な
現

場
で
実
績
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

電
気
工
事
は
、
一
つ
の
建
物
を
造
る
上
で

大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
施
工

費
用
全
体
か
ら
見
る
と
約
２
割
で
す
が
、
今

後
は
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
を
活
用
し
た
設
計
が

主
流
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。当
社
で
も
３

D
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
関
す
る
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、社

内
に
講
師
を
招
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
２
０
２
６

年
に
新
築
移
転
す
る
千
葉
市
立
海
浜
病
院
の

建
設
現
場
で
も
、
３
D
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
の
活
用

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
年
度
は
、
３
D
Ｃ
Ａ

Ｄ
技
術
を
持
っ
た
新
入
社
員
も
加
わ
り
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
年
に
１
件
程
度
し
か
お
請
け
し

て
こ
な
か
っ
た
官
公
庁
の
仕
事
も
、
今
後
は

ど
ん
ど
ん
請
け
て
「
千
葉
県
№
１
の
電
気
工

事
業
者
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
今
年
11
月
、
中
央
区
都
町
に
社

屋
を
新
築
移
転
し
ま
す
。

従
業
員
を
大
事
に
す
れ
ば

会
社
は
大
き
く
な
る

本
格
的
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
到
来
を

見
据
え
る
な
ど
、
最
先
端
の
新
し
い
知
識
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
は
、
銀
行
員
と
し
て

「
会
社
は
社
員
の
た
め
に
あ
る
」
企
業
理
念
で
福
を
招
く

愛読書は？Ｑ
稲盛和夫氏の著書。「経営12カ条」
や「生き方」など読み尽くしました。
また、「東洋経済」など経済誌で勉強
を続けています。

Ａ

休日はどのように過ごしますか？Ｑ
普段はスーパーで家内の買い物の手
伝いか、息子とディスカッション。年
４回は海外旅行へ。次はシンガポール
へ行く予定です。

Ａ

座右の銘、好きな言葉は？Ｑ
「真心」、「誠実」に尽きます。Ａ

やる気の源は？Ｑ
Ａ 規則正しく食べること。お酒を飲ま
ないので、昼食を楽しんでいます。
曜日ごとに違うものを、少しの量で
健康維持。よく行くのは、にんにく
スープが名物の「味のレストラン
えびすや幸町店」。

▲�「経営者である自分が、財務諸表を見られるのが強み。健康と長生きの
秘訣は、人間関係を大切にしていることだと思っています」と地引社長

情
報
収
集
に
長
け
て
い
ま
す
。
常
に
５
年
先

を
見
る
ア
イ
デ
ア
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
事
業

の
方
向
性
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
私
の
後

を
任
せ
ら
れ
る
優
秀
な
社
員
が
何
人
も
お
り
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
後
継
者
に
つ
い
て
は
何

の
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
が
常
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
会

社
は
社
長
の
た
め
じ
ゃ
な
い
、
社
員
の
た
め

に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
従
業
員
を
大
事
に
す

れ
ば
、会
社
は
大
き
く
な
る
。
当
社
の
企
業
理

念
も
、ま
ず
は
お
客
さ
ま
を
大
切
に
し
、社
員

を
大
切
に
し
、
利
益
が
出
た
ら
社
会
貢
献
に

注
力
す
る
。
こ
れ
を
実
践
し
続
け
れ
ば
「
福
」

が
や
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
持
つ
経

営
者
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

▲�施工例（左から（医）白百合会幕張病院、特別養護老人ホームかなめ一倫荘、アパホテル＆リゾート〈東京ベイ幕張〉WEST WING（写真上）、MCUD八千代（写真下）、（一社）千葉衛生福祉協会千葉診療所）

働
く
私
の
息
子
。
ア
メ
リ
カ
留
学
や
ロ
ン
ド

ン
支
店
勤
務
の
経
験
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

癒し創造提案企業の
株式会社ハンズ

熱帯魚をはじめとし海水魚やクラゲの癒し水槽のレンタル活魚水
槽の設計・施工・維持管理を行っております。

泡の出るパネルや泡で文字が浮かぶパネルのご提案も可能です。
水滴が上って行くように見える演出やガラス面を水が流れる等イ

ンテリア性の高い高品質なデザイン施工もお任せください。

株式会社ハンズ
〒263-0016　千葉県千葉市稲毛区天台3-1-23

TEL043-307-2525　FAX 043-307-2323
mail ： office@hands-e.com

HP ： https://www.hands-e.com

（株）POTRIVER
千葉県千葉市中央区道場北1−3−5
HP:https://potriver.com

オリジナルパフェを中心に、ムレスナティー、駄菓子、
ドッグ用品などを販売します。また、市内の食材を使用
した商品の販売も行い「千葉・市原の食材を全国に」
を合言葉に美味しい物をお届けいたします。

2024年6月7日金
ちはら台公園内施設（TENT）にてOPEN

門藤市原店
2022年４月  OPEN

市原市永吉4-1　☎0436-63-6023

まる達弁当
2023年12月  OPEN

千城台東2-1-8　☎043-400-2339

la glycine
2023年４月  OPEN

千城台東2-1-8　☎043-497-6635

門藤キッチンカー
2022年10月

圏内一円稼働中



下記７議案はすべて原案通り承認されました。

議案第１号 令和６年度事業計画（案）承認に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第２号 令和６年度一般会計、特別会計収支予算(案)承認に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第３号 常議員の補欠選任に関する件 【常議員会・総会案件】

議案第４号 令和５年度一般会計収支補正予算（案）承認に関する件 【常議員会案件】

議案第５号 役職員給与規則の一部改定に関する件 【常議員会案件】

議案第６号 新会員の加入承認に関する件 【常議員会案件】

議案第７号 相談役の委嘱承認に関する件 【常議員会案件】

令和６年度　収支予算

議案

支出合計
1,841,363

収入合計
1,841,363

管理費
161,644

会費収入
120,843

人件費
320,955

　事業費
1,044,412

予備費
279,578国等の

補助金・
委託金
875,786

事業収入
387,494

前年度
繰越金
303,300

特定商工業者負担金
5,495

積立金取崩
148,445

基金積立金他
34,774

「単位：千円」

※会計間の繰入金・繰出金を除く

新
た
に

選
任
さ
れ
た
役
員

東日本旅客鉄道㈱
千葉支社　執行役員千葉支社長

土澤　壇

【常議員】
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第
２
７
６
回
常
議
員
会
・
第
90
回
通
常
議
員
総
会　千

葉
商
工
会
議
所
（
佐
久
間

利
会
頭
）
は
、

第
２
７
６
回
常
議
員
会
・
第
90
回
通
常
議
員
総

会
を
3
月
21
日
㈭
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
所
第
1
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
46
名

の
役
員
・
議
員
の
参
加
の
も
と
、
令
和
6
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
上
程

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
佐
久
間
会
頭

か
ら
「
事
業
者
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
人
材
確

保
の
た
め
の
賃
上
げ
や
物
流
２
０
２
４
年
問
題

等
へ
の
対
応
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限

さ
れ
て
い
た
社
会
活
動
や
経
済
活
動
の
本
格
的

な
再
開
と
と
も
に
、
２
０
２
４
年
1
月
の
訪
日

外
国
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
と
な
る
な
ど
、

活
気
や
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
千
葉
商
工
会
議
所
は
、
地
域
経

済
の
要
で
あ
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
個

社
支
援
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
コ
ロ
ナ

禍
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者
の
支
援
や
、
地
域

経
済
の
維
持
拡
大
に
必
要
な
事
業
承
継
の
支
援
、

次
世
代
の
地
域
産
業
を
け
ん
引
し
て
い
く
創
業

者
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の
支
援
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
新

た
な
社
会
課
題
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援

を
重
点
的
に
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
は
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
文

化
施
設
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、『
千
葉

開
府
９
０
０
年
』
や
『
千
葉
国
際
芸
術
祭
』
に

向
け
て
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

機
運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
役
議
員
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
、
会
議
所
運
営

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
い

う
旨
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
、
令
和
6
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
案
を
承
認
し
た
後
、
役
員
人

事
案
件
で
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
欠
員
と
な
っ

て
い
た
常
議
員
1
名
を
新
た
に
選
任
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
令
和
5
年
11
月
～
令
和
6
年
2

月
に
加
入
申
し
込
み
の
あ
っ
た
新
会
員
の
加
入

を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
3
月
31
日
付
で
退
任

と
な
る
永
井
副
会
頭
へ
の
相
談
役
の
委
嘱
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
後
は
、
事
務
局
か

ら
「『
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
』
災
害
義
援

金
」「
万
博
チ
ケ
ッ
ト
」に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
全
て
の
議
事
が
終
了
し
た
後
、
千
葉

市
保
健
福
祉
局
高
齢
障
害
部　

障
害
者
自
立
支

援
課　

課
長　

大
坪
氏
か
ら
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
承
認

第276回常議員会・第90回通常議員総会 Topics第276回常議員会・第90回通常議員総会

▲退任挨拶を行う永井副会頭

▲総会の様子
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令和６年度事務局組織 令和６年度事業計画・重点事業 Topics

令和６年度　千葉商工会議所　事務局組織（主な役職員） 令和６年度事業計画・重点事業
予算（千円）

Ⅰ．中小企業の持続的発展 857,562 

１．人材確保・育成
人材確保・育成に向けた支援、階層別・職種別セミナー等の開催、
会員優良従業員表彰の開催、保険（共済）事業による福利厚生の
充実　等

93,774

２．販路拡大支援 プロモーション活動の支援、ビジネス交流会の開催　等 3,907

３．DXの推進 DX推進に向けたセミナー・講習会の開催、専門家との連携によ
る支援　等 4,675

４．事業承継支援 事業承継・引継ぎ支援センター事業　等 205,287

５．創業支援 創業スクールの開催、交流会の開催、スタートアップ企業創出
に向けた支援　等 5,300

６．経営支援 経営指導員による窓口・巡回相談体制の強化、経営・労務・金融・
税務等の相談事業、中小企業活性化協議会事業　等 544,619

Ⅱ．魅力あるまちづくり 14,704 

１．まちの活性化 「YORU MACHI」パレードの実施、中心市街地・幕張新都心な
どの活性化に向けた事業　等 14,401

２．地域資源を活かした
　　まちづくり

「千葉開府900年」に向けた機運醸成の推進、「千葉国際芸術祭」
を通じた地域資源の活用、インバウンド需要回復期に向けたセミ
ナー等の開催　等

303

Ⅲ．社会課題への対応 509

Ⅳ．政策提言・要望活動 −

Ⅴ．組織基盤の充実強化〈Ⅰ〜Ⅳの達成に向けた取組〉 83,193 

１．会員満足度の向上 交流事業の実施、会員増強活動の展開　等 39,615

２．�会議所の情報発信力の強化 会報誌「夢シティちば」の刊行、ＳＮＳの活用強化　等 26,618

３．事務局体制の強化 所内デジタル化の推進、職員の能力向上に向けた取組　等 16,960

誌面広告募集中 会員限定サービス

【広告料金表】
広告サイズ（タテ×ヨコ）・カラー 料金（税込・１回）

全　 頁（297×210㎜）・フルカラー（表2・表3） 66,000円
全　 頁（262×180㎜）・モノクロ 49,500円
1/2 頁（125×180㎜）・モノクロ 24,750円
1/4 頁（60×180㎜）・モノクロ 12,375円
1/8 頁（60×88㎜）・モノクロ 6,600円
詳しくは当所ホームページまで。

お問合せはお電話、メールにて

企画広報課
TEL：043-227-4103

E-mail：kikaku@chiba-cci.or.jp

専務理事　　吉　野

常務理事　　佐久間

事務局長　　　丸　

総　務　部
部長　瀬　田

企　画　部
部長　　丸　

財務管理室

経営支援部
部長　佐　原

令和６年４月１日現在

室長　横田

会員交流課

課長　薮㟢

地域振興課

課長　板倉

経営支援課

参事兼課長　宍倉

企画広報課

参事兼課長　山田

総　務　課

課長　瀬田
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令和６年度事務分掌

総務課（TEL：043-227-4101）　　
会員交流課・企画広報課・経営支援課・地域振興課（TEL：043-227-4103）

部　　署 主な事業内容 部会・委員会等

総　務　部

総　務　課

定款・登記その他諸規程、議員総会・常議員会その他諸会議、庶
務（所内連絡調整、公職印管理、文書収受、什器備品管理、職場
環境整備等）、労務・人事管理、会員台帳・特定商工業者法定台
帳管理（会費・特定商工業者負担金徴収等）、コンピューターの管
理、所内デジタル化の推進、受託事業の管理、会員増強活動、議
員の選挙・選任、団体支援（千葉市大型店会）

総務委員会
金融・税制委員会

〈財務管理室〉 財務管理、経理事務（現金・預金・有価証券の管理、会計帳簿の管
理等）、会議所会館の管理・運用、貸会議室の運用

会員交流課

商工技能事業（各種検定試験の施行、各種技能競技会等、各種商工
技能団体との連携等）、原産地証明等の貿易関係証明、公害健康被
害補償制度に係る委託業務、保険（共済）事業、会員企業・従業員
の福利厚生、商工会議所電子認証事業、会員サービス・会員交流
事業、環境保全、会員優良従業員表彰事業、労働保険事務組合、カー
ボンニュートラル推進支援

商業流通委員会
福祉環境委員会

企　画　部 企画広報課

事業計画書・事業報告書の作成、会議所の運営・事業に係る企画
立案・実施全般、国県市等に対する建議・陳情・提言・要望等、
調査（地域経済動向等調査・資料収集・提供、各種情報調査機関と
の連携、商工会議所ＬＯＢＯ調査等）、広報（会報誌の刊行、報道
発表等）、ホームページ・ＳＮＳの管理・運用、国際振興（貿易通
商関連情報の収集・提供、海外進出支援、海外視察団の派遣・受
入れ、国際交流等）、DX推進支援、団体支援（女性会）

金融部会
観光・サービス部会
自由業部会
国際委員会
情報委員会

経営支援部

経営支援課

経営改善普及事業（金融・経営・法律・労務・税務等各種相談、小
規模事業者経営改善資金（マル経）融資・各種制度融資の紹介・あっ
せん、各種講習会・研修会等の開催、経営安定特別相談事業、小
規模企業共済制度・中小企業倒産防止共済制度、経営革新、創業・
事業承継支援、生産性向上、窓口専門相談等）、経営発達支援事業、
人材活用支援、各種補助金申請の支援、販路開拓支援、ザ・ビジ
ネスモールの管理、ＤＸ推進支援

食品部会
卸売部会
工業部会
建設部会
医療・介護部会

地域振興課
商工業の振興・観光振興、地域振興（中心市街地活性化対策、まち
づくり、商店街振興、幕張新都心地区振興、地域振興立案・実施等）、
ＳＤＧｓ推進支援、団体支援（青年部）

小売部会
運輸部会
産業政策委員会
都市開発委員会

Topics

安心して借りられる！

マル経融資制度をご利用ください‼
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

まずはお気軽にお電話でご相談ください‼
千葉商工会議所　経営支援課

TEL : 043-227-4103

年利

1.25％
令和６年
４月1日現在

マル経融資とは？
経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、 無担保 無保証人
低金利 信用保証協会の保証料なし で融資
する制度です。

融資の要件
①�千葉市内で最近１年以上事業を継続している方
②�従業員が20人以下（商業・サービス業は５人以下）の法人、
個人事業主の方
③�所得税（法人税）、事業税、市・県民税等を納期限内に完納
している方
④日本政策金融公庫の融資対象業種である方
　�（※決算内容等によってはご希望に沿えない場合もございます。）

融資期間
運転
資金 7年以内

据置１年以内 設備
資金 10年以内

据置２年以内

融資額 2,000万円以内
①上記の金利1.25％ → 0.75%（当初3年間）
②融資額　別枠で１,０００万円　　　etc
コロナで売上が減少した事業者様をご支援する内容と�
なっております。

通常のマル経に加えて　
“コロナ対策マル経”もあります
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セミナー番号

2
～言葉の力で人を動かす！説得力・共感力・コミュニケーション力アップ！～
ビジネススクール「話し方・聴き方・伝え方講座」

●内　容	 ①�「話し上手はきき上手」（きき方の基本、上達のためのスキル、
	 　注意とポイント）
	 ②「話しかた」の基本（わかりやすい話し方、ことばの選び方、人前で話すコツ）
	 ③�「伝える」技術（信頼される報告のしかた、叱り方とほめ方、
　	 　話すときの工夫、アサーションスキルを身につける）

●日　時　令和６年５月16日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名
●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

人間関係の問題はメンタルとコミュニケーションに起因
すると言っても過言ではありません。また、適切な情報が
ビジネスの成否を左右するこの時代、「話すこと」「きくこ
と」「伝えること」はビジネスにおいても大きな役割を担
っています。「聴くこと」（傾聴力）で多くの情報を引きだ
し、人間関係を好転させ、「訊くこと」（質問力）で相手
に考えさせ、気づきを促し、行動につなげることができま
す。しかしながら、人との会話のパターンや癖は、意識的
に訓練をしていない限り上手になることはありません。こ
の機会に実践・習得して組織を活性化させませんか。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	

セミナー番号

3
～経理の基礎から税金・法人税まで！実務で役立つ知識が身につく！～
ビジネススクール「経理実務講座」

●内　容	 ①経理の仕事とは 
	 ②現金・預金の管理　 
	 ③課税の仕組み、税務調査 
	 ④法人税の処理 
	 ⑤消費税・源泉所得税

●日　時　令和６年５月30日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第１ホール

●定　員　50名

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

本講座は、今日の経営環境下に限らず、いつの時代に
も企業経営には欠かせない経理についての基本から法人
税や所得税等の税金までを、事例を交えてやさしく解説
いたします。第一線で活躍される経理・総務御担当者の
方はもちろんのこと、経営者の方にも必要な知識を身に
つけていただく絶好の機会ですので、是非ご参加くださ
い。

申込用HP

	

セミナー番号

4
～報連相が組織の成功を左右する！報告不足、連絡ミスは終わり！ビジネスの成果は正確な報連相から！～
ビジネススクール「報・連・相講座」

●内　容	 ①なぜ｢報・連・相｣が注目されるのか
	 ②コミュニケーションギャップを改善する
	 ③｢報・連・相｣力を高める実践ポイント
	 ④チームワークが業績を生む

●日　時　令和６年６月13日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第１ホール

●定　員　50名

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

企業における「報告・連絡・相談」は、仕事の基本で
あると共に、良い仕事をし、成果を上げるための要です。

「大切な情報が共有されずにミスが起こる」「仕事が遅れ
る」「意思決定のタイミングがずれる」等は、多くの企
業が抱える問題です。

本講座では、職場の「報・連・相」を円滑に行うこと
によって、上司と部下、同僚、他部署とのコミュニケー
ションを深め、良好な関係を築くと共に、チームを一体
化することにより機会損失をなくし、企業業績を伸長す
ることを目的として実施致します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

ＦＡＸでのお申込みの場合（ＦＡＸ：０４３－２２７－４１０７）

※ネットからのお申込みは、各セミナーのご案内ページをご参照ください。

※ご記入いただいた個人情報は、商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用することがあります。

セミナー番号・名称 番号：　　　　　　　名称：

事 業 所 名 TEL

フリガナ

FAX
役 職 ／ 申 込 者 名

所 在 地

E-mail

フリガナ

① ②
参 加 者 名

下記の欄は、ビジネススクール申込者のみご記載ください。

会員 ・ 一般 参加費合計（　　　　　　　）円　　振込予定日　　　月　　　日

日　程 セミナー名称 セミナー番号

₅月16日㈭ ～言葉の力で人を動かす！説得力・共感力・コミュニケーション力アップ！～�
ビジネススクール「話し方・聴き方・伝え方講座」 2

₅月30日㈭ ～経理の基礎から税金・法人税まで！実務で役立つ知識が身につく！～�
ビジネススクール「経理実務講座」 3

₆月13日㈭ ～報連相が組織の成功を左右する！報告不足、連絡ミスは終わり！ビジネスの成果は正確な報連相から！～
ビジネススクール「報・連・相講座」 4

₆月27日㈭ ～スキルと自信をアップ！組織を導く力をつける！リーダー育成総合プログラム！～
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」 5

₇月11日㈭ ～言葉だけじゃない、心をつかむコミュニケーションのプロになる！～
ビジネススクール「コミュニケーション力アップセミナー」 6

₇月25日㈭ ～まずは気づき、仮説力を身につけ、考える力をアップする！～
ビジネススクール「仕事力向上のための考える力と気づく力セミナー」 7

千葉商工会議所（5月〜7月）
セミナー情報

12夢シティちば　2024年₅月号
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セミナー番号

5
～スキルと自信をアップ！組織を導く力をつける！リーダー育成総合プログラム！～
ビジネススクール「次世代リーダー育成研修」

●内　容	 ①リーダーの役割を考える
	 ②チームメンバーとのかかわり方
	 ③コーチング力を磨く
	 ④論理的思考力を磨く

●日　時　令和６年６月27日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　13階　小会議室

●定　員　20名

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

チームをまとめあげ、メンバーの意識を集中させ、目
的・目標達成に向けてチーム全体を邁進させる役割を担
う「リーダー」。優秀なリーダーが、企業の成長・発展
のカギを全てにぎっています。しかし、次世代のリーダ
ーは自然には育ちません。

本講座では、新任リーダーやリーダー候補者など中堅
～若手世代の方々にご参加いただき、座学と模擬体験を
通して、次世代リーダーとして必要な基本知識・スキ
ル、思考フレームを体系的に学んでいただくことを目指
します。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

6
～言葉だけじゃない、心をつかむコミュニケーションのプロになる！～
ビジネススクール「コミュニケーション力アップセミナー」

●内　容	 ①コミュニケーション力とは
	 ②一瞬で決まる！あなたの第一印象
	 ③ほんとうの自分を知る（自分の強みと弱みを知る）
	 ④事実を捉える「傾聴力」と「質問力」
	 ⑤信頼関係を構築する（信頼関係構築の重要性）

●日　時　令和６年７月11日（木）　 10：00〜17：00
●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名
●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

コミュニケーションは、良い仕事、人間関係の礎とい
えます。

ただし、人それぞれが持っている常識や考え方、世代
や性別、立場や文化の違いなどによって異なってくるた
め、うまくいかないことで発生するトラブルは数えきれ
ません。また、コミュニケーション能力の差で生産性が
向上し、業績が約2倍変わるというデータもあります。
会社内での同僚や上司との業務連絡や日常会話はもちろ
ん、お客様との接し方も含めて、円滑なコミュニケーシ
ョンが業績向上の土台となっています。

本講座では、意思伝達を無駄なく行い、仕事をする上
でのコツを身につけていただきます。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837

	 	 	

セミナー番号

7
～まずは気づき、仮説力を身につけ、考える力をアップする！～
ビジネススクール「仕事力向上のための考える力と気づく力セミナー」

●内　容	 ①「気づく力」「考える力」
	 ②仕事で活かす気づく力の鍛え方
	 ③求められる考える力の鍛え方
	 ④考える力・気づく力を高めるポイント

●日　時　令和６年７月25日（木）　 10：00〜17：00

●場　所　千葉商工会議所　14階　第２ホール

●定　員　40名

●参加費　14,300円（会員）・18,700円（非会員）
　　　　　※教材費・消費税込

社員の「気づく力」「考える力」を伸ばさないと、会
社全体として社会の変化に立ち遅れてしまうという問題
が発生します。日々の技術の進化はめざましく、もはや
現状維持だけでは競争力を確保できない時代です。社会
の中で代わりのきかない存在として活躍するためにも、
課題発見力を磨くことが求められています。そして、課
題を発見する、解決するためには、気づく力、そして考
える力が大切です。

本セミナーは、複雑化するビジネス環境において、私
たちが本来持っている思考力を使い、自分の頭で最適な
答えを見つけ出せることができるようになっていただき
ます。

申込用HP

【お問合せ】　千葉商工会議所ビジネススクール　TEL 050-3528-0837
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相続税対策スタッフ相続税対策スタッフ

【初回無料相談 受付けています！ 】
公認会計士・税理士・国税庁ＯＢのベテランが
ご相談に応じます。
便利の良い千葉駅西口に直結する ｢ウェストリオ２」
11階へお気軽にお立ち寄りください。
ご予約はこちら：043-306-7319
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商工会議所の無料相談窓口

※あらかじめお電話で相談日時等をご連絡ください。

TEL 043-227-4103

中小企業診断士による経営の相談窓口

○相談日　月曜日・水曜日・金曜日　14時〜17時
○相談員　坂本ゆみか　氏（中小企業診断士）
　　　　　香川　大輔　氏（中小企業診断士）
　　　　　大矢たかし　氏（中小企業診断士）

　事業計画の作成について相談し
たい、国や県、市の公的支援策を
活用したいなど、経営の様々な課
題に関する相談に応じます。

弁護士による商工法律相談窓口

○相談日	 5月17日（金）・6月21日（金）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第３金曜日

○相談員	 榎本　初雄　氏（弁護士）

　債権が回収できない、契約に関
するトラブルが発生したなど、法
律上の諸問題に関する相談に応じ
ます。

税理士による税務相談窓口

○相談日	 ①5月2日（木）・②6月6日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第１木曜日
○相談員	 ① 甲斐　常雄　氏（税理士）
	 ② 齊藤　敏正　氏（税理士）
	 千葉県税理士会　千葉東支部所属

　記帳、確定申告など、企業経営
における税務全般に関する相談に
応じます。

社会保険労務士による労務相談窓口

○相談日	 ①5月9日（木）・②6月13日（木）　14時〜17時
	 ※原則　毎月第２木曜日
○相談員	 ① 德永　康子　氏（社労士）
	 ② 平口　　明　氏（社労士）
	 千葉県社会保険労務士会　千葉支部所属

　就業規則、社会保険、助成金な
ど、企業経営の労務全般に関する
相談に応じます。

IT導入何でも相談窓口

○相談日　随時
○相談員　経営支援課　経営指導員

　自社のホームページをリニュー
アルしたい、　自社の課題に合っ
たITツールを探したいなど、IT導
入に関する相談に応じます。

事業承継・出張個別相談会

○相談日	 5月8日（水）・6月12日（水）
	 10時00分〜、13時00分〜、14時30分〜
	 ※原則　毎月第２水曜日
○相談員　千葉県事業承継・引継ぎ支援センター　コーディネーター

　事業承継の準備を始めたい、事
業を売却したい、廃業の方法がわ
からないなど、事業承継に関する
相談に応じます。

経 営 支 援 情 報経 営 支 援 情 報
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商工会議所の動き商工会議所の動き ３３月月商工会議所の動き／３月

▲JFEスチール㈱見学センターでの集合写真

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
日
本
製
鉄
所
視
察
会
を
開
催

工
業
部
会
（
大
吉
部
会
長
／
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱

代
表
取
締
役
）
は
、
今
年
度
視
察
会
事
業
と
し

て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
東
日
本
製
鉄
所

様
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
、
５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
見
学
セ
ン
タ
ー
に
て
会
社
概
要
や

生
産
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た

後
、
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

工
場
見
学
で
は
特
別
に
製
鋼
工
場
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
銑
鉄
を
鋼
に
転
換
す
る
転
炉

や
、
連
続
鋳
造
設
備
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
銑
鉄
が
転
炉
に
流
し
込
ま

れ
る
時
の
、
数
ｍ
に
わ
た
る
火
柱
が
圧
巻
だ
っ

た
」「
離
れ
た
場
所
か
ら
の
見
学
で
あ
り
な
が

ら
、
か
な
り
の
熱
さ
を
感
じ
た
」「
製
鉄
現
場

の
迫
力
あ
る
工
程
を
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
」

等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
15
日
㊎

工
業
部
会

▲セミナーの様子

２
部
会
合
同
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
臼
井
部
会
長
／
Ｕ

Ｓ
シ
ネ
マ
㈱　

代
表
取
締
役
）
と
自
由
業
部
会

（
前
田
部
会
長
／
㈱
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所　

取
締
役
社
長
）
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

千
葉
に
て
、
令
和
３
年
に
千
葉
市
を
本
拠
地
と

し
て
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
３
部

に
参
入
し
、
今
期
１
部
昇
格
に
向
け
て
躍
進
す

る
「
ア
ル
テ
ィ
ー
リ
千
葉
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ア
ル
テ
ィ
ー
リ
千
葉　

地

域
担
当
の
梅
村
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
「
ア
ル

テ
ィ
ー
リ
千
葉
が
推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

隣
の
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
へ
と
移
動
し
、
実

際
に
試
合
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
を
見
学
し
ま

し
た
。

３
月
16
日
㊏

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
、
自
由
業
部
会

▲開会の挨拶を行う豊田委員長

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
千
葉
の
街
の

魅
力
と
活
性
化
」
に
つ
い
て
研
究

商
業
流
通
委
員
会
（
豊
田
委
員
長
／
㈱
そ
ご

う
・
西
武　

そ
ご
う
千
葉
店　

執
行
役
員
千
葉

店
長
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
千
葉
市
市
民
局
生
活
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
文
化
振
興
課
長
の
市
倉
様
か
ら
千
葉
国
際

芸
術
祭
に
向
け
た
市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
や

企
業
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

続
け
て
、
千
葉
市
美
術
館
館
長
の
山
梨
様
か
ら

博
物
館
法
改
正
の
流
れ
や
ウ
ェ
ブ
媒
体
を
利
用

し
た
広
報
活
動
、
体
験
型
ス
ペ
ー
ス
の
普
及
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
師
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
、

千
葉
国
際
芸
術
祭
の
開
催
に
つ
い
て
「
回
遊
性

が
う
ま
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し

い
」「
効
果
的
な
広
報
活
動
を
す
る
べ
き
」
な

ど
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

３
月
18
日
㊊

商
業
流
通
委
員
会

▲挨拶される宮澤委員長

令
和
６
年
度
税
制
改
正
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催

金
融
・
税
制
委
員
会
（
宮
澤
委
員
長
／
千
葉

信
用
金
庫　

理
事
長
）
は
、「
令
和
６
年
度
税

制
改
正
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
日
本
商
工
会
議
所
の
担
当
者
を

招
き
、
政
策
提
言
活
動
状
況
や
中
小
企
業
の
投

資
拡
大
・
地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
に
資
す
る

税
制
、
所
得
税
・
住
民
税
の
定
額
減
税
に
つ
い

て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
今
多
発
し
て
い
る
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
か
ら
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

テ
ー
マ
で
は
、
事
業
継
続
計
画
の
策
定
状
況
や

過
去
の
災
害
で
実
際
に
あ
っ
た
事
例
を
用
い
て

策
定
の
方
法
や
事
前
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

３
月
５
日
㊋

金
融
・
税
制
委
員
会

▲会議の様子

国
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
動
向
及
び
中
小
企

業
の
Ｉ
Ｔ
活
用
状
況
に
つ
い
て
把
握

国
際
・
情
報
合
同
委
員
会
（
久
保
国
際
委
員

長
／
㈱
ベ
イ
エ
フ
エ
ム　

代
表
取
締
役
社
長
、

境
情
報
委
員
長
／
東
日
本
電
信
電
話
㈱
千
葉
事

業
部　

執
行
役
員
千
葉
事
業
部
長
）
は
、
今
年

度
2
回
目
と
な
る
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
・
研
究
テ
ー
マ

の
全
体
像
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
際
委
員
会
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

再
始
動
の
現
状
」
に
つ
い
て
、（
一
社
）
ジ
ャ

パ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会 

神
林 

淳 
氏
、
情
報
委
員
会
に
つ
い
て
は
「
中
小
企

業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
今
後
の
課
題
・
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
、
日
本
商
工
会
議
所 

田

鹿 

鈴
子 
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
委
員
は
、
両

講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
各
テ
ー
マ

に
つ
い
て
知
見
を
深
め
ま
し
た
。

３
月
６
日
㊌

国
際
・
情
報
合
同
委
員
会

▲挨拶をされる藤本部会長

正
副
部
会
長
・
所
属
議
員
・

常
任
委
員
会
議
を
開
催

医
療
・
介
護
部
会
（
藤
本
部
会
長
／（
医
）
輝

藤
本
歯
科
長
洲
医
院　

理
事
長
）
は
、
正
副
部

会
長
・
所
属
議
員
・
常
任
委
員
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

藤
本
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
同
部
会
長
が
議

長
と
な
り
、「
令
和
５
年
度
事
業
進
捗
報
告
」

及
び
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）」
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
進
捗
報
告
」
は
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）」
は
、
会
議

や
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
概
ね
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
細

部
に
関
し
て
は
、
部
会
長
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
中

の
視
察
研
修
会
や
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
も
、

開
催
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
７
日
㊍

医
療
・
介
護
部
会

▲横浜赤レンガ倉庫前での集合写真

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

視
察
研
修
会
を
実
施

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
臼
井
部
会
長
／
Ｕ

Ｓ
シ
ネ
マ
㈱　

代
表
取
締
役
）
は
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
用
い
た
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
横
浜

中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
び
、
新
た
な
開
発
が
進
む
横
浜
周
辺
の
現

状
を
視
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
視
察
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
中
は
廣
東
會
舘
俱
楽
部
に
て
横

浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
副
理
事
長
の
石
河

氏
を
講
師
と
し
て
、
横
浜
中
華
街
の
歴
史
や
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
再
開
発
が
進
む
み
な
と
み
ら
い
地

区
周
辺
の
様
子
を
視
察
し
、
新
た
に
開
業
し
た

ヨ
コ
ハ
マ
エ
ア
キ
ャ
ビ
ン
や
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
行
わ
れ
た
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
訪
れ
ま
し

た
。 ３

月
14
日
㊍

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

お客様から信頼される会計事務所を目指して

公認会計士・税理士　手島  英男
公認会計士・税理士　本橋  雄一

公認会計士・税理士　田中  昌夫
公認会計士・税理士　岸　  健介
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中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
ティ
対
策

　
内
部
不
正
が
経
営
に
影
響

中小企業のセキュリティ対策

従
業
員
に
よ
る
情
報
流
出
増
加

近
年
、
従
業
員
や
業
務
委
託
先
な
ど
に
よ

っ
て
組
織
の
情
報
が
漏
え
い
す
る
内
部
不
正

の
事
案
が
増
え
て
い
る
。
雇
用
や
人
材
の
流

動
化
に
伴
い
、
転
職
前
後
に
転
職
元
の
従
業

員
権
限
を
悪
用
し
て
機
密
情
報
を
取
得
す
る

ケ
ー
ス
な
ど
も
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
不
正
に
よ
る
情
報
流
出
が
企
業
経
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
が
公
開
す
る
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

10
大
脅
威
２
０
２
４
」（
以
下
、
10
大
脅
威

２
０
２
４
）
に
お
い
て
も
内
部
不
正
は
、
昨

年
よ
り
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
組
織
の
脅

威
で
３
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
10
大

脅
威
２
０
２
４
の
解
説
書
に
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
被
害
事
例
を
紹
介
す
る
。

■
元
勤
務
先
に
不
正
ア
ク
セ
ス
し
、

　
社
内
情
報
を
削
除

23
年
１
月
、
電
気
機
器
製
造
企
業
の
元

従
業
員
が
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪

な
ど
の
疑
い
で
警
視
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
。
同

従
業
員
は
退
職
後
に
元
同
僚
や
元
上
司
の
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
悪
用
し
、
社
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ク
ラ
ウ
ド
に
不
正
ア
ク
セ
ス
し
て
、

人
事
や
技
術
、
顧
客
に
関
す
る
情
報
を
削
除

し
て
い
た
。
人
間
関
係
を
理
由
に
退
職
し
て

お
り
、
嫌
が
ら
せ
が
目
的
だ
っ
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。
デ
ー
タ
復
旧
に
は
約
６
６
０
万
円

を
要
し
た
。

■
前
職
場
が
保
有
す
る
名
刺
情
報
を

　
転
職
先
に
提
供

23
年
９
月
、
人
材
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
企

業
の
元
従
業
員
が
、
個
人
情
報
保
護
法
違
反

（
不
正
提
供
）な
ど
の
疑
い
で
警
視
庁
に
逮
捕

さ
れ
た
。
同
従
業
員
は
同
業
他
社
に
転
職
す

る
直
前
に
、
転
職
元
の
名
刺
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
転
職
先
の
従
業
員
に
共
有
し
て
い

た
。
不
正
に
取
得
さ
れ
た
名
刺
情
報
は
転
職

先
の
営
業
活
動
に
使
用
さ
れ
、
成
約
事
例
も

あ
っ
た
と
い
う
。

■
顧
客
情
報
を
持
ち
出
し
、

　
名
簿
業
者
に
販
売

23
年
10
月
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
、
同

社
に
勤
務
し
て
い
た
元
派
遣
社
員
が
、
顧
客

情
報
の
不
正
な
持
ち
出
し
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
公
表
し
た
。
同
派
遣
社
員
は
、
13
年
７

月
か
ら
23
年
１
月
の
間
に
、
自
身
が
運
用
に

関
わ
っ
て
い
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ

ム
に
、
管
理
者
ア
カ
ウ
ン
ト
を
悪
用
し
て
不

正
ア
ク
セ
ス
し
、
少
な
く
と
も
69
組
織
の
顧

客
情
報
９
２
８
万
件
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

に
コ
ピ
ー
し
て
持
ち
出
し
て
い
た
。
持
ち

出
し
た
顧
客
情
報
を
名
簿
業
者
に
販
売
し
、

１
０
０
０
万
円
以
上
を
対
価
と
し
て
受
け
取

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
。

未
然
防
止
へ
網
羅
的
対
策
を

内
部
不
正
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
網
羅
的
な
対
策

が
必
要
と
な
る
。
10
大
脅
威
２
０
２
４
の
解

説
書
で
は
主
な
対
策
を
解
説
し
て
い
る
が
、

詳
し
く
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
公
開
す
る
「
組
織
に
お

け
る
内
部
不
正
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、Ｉ
Ｐ
Ａ
は
３
月
21
日
、映
像
で
知
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
新
作
動
画
「
今
、
そ

こ
に
あ
る
脅
威
～
内
部
不
正
に
よ
る
情
報
流

出
の
リ
ス
ク
～
」
を
公
開
し
た
。
本
動
画
は

内
部
不
正
の
概
要
や
対
策
な
ど
を
ド
ラ
マ
仕

立
て
で
学
べ
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
組
織

の
経
営
者
・
管
理
者
層
を
対
象
に
、
内
部
不

正
が
起
き
る
要
因
や
主
な
手
口
、
不
正
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

解
説
し
て
い
る
。
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
設
け
る
べ
き
社
内
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
紹

介
し
て
い
る
の
で
、
組
織
内
の
リ
ス
ク
低
減

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

Ｉ
Ｐ
Ａ
新
作
動
画
「
今
、
そ
こ
に
あ
る
脅
威
～
内
部

不
正
に
よ
る
情
報
流
出
の
リ
ス
ク
～
」。
動
画
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド（
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧
）を
参
照

手みやげに一番
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千葉商工会議所
青年部通信

～交流と研鑽を楽しみ、仲間と共に魅力あるYEGを創ろう !～

楽しんだもん勝ち!!
【編集】
千葉商工会議所　青年部

総務委員会・経営開発委員会
URL:	 https://chiba-yeg.jp
Email:	 yeg@chiba-cci.or.jp 事業内容・入会申込は

コチラから

３
月
定
例
会　
卒
業
式
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

全
国
大
会　
加
賀
能
登
の
國

い
し
か
わ
小
松
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
3
月
19
日
㈫
千
葉

中
央
駅
に
あ
る
京
成
ホ
テ
ル
ミ

ラ
マ
ー
レ
16
階
ス
カ
イ
バ
ン
ケ

ッ
ト
に
て
、
令
和
5
年
度
3
月

定
例
会　

卒
業
式
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
は

10
名
の
方
が
ご
卒
業
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
は
昨
年
同
様
に
多
く

の
来
賓
、
現
役
、
O
B
／
O
G

の
方
に
ご
参
加
頂
き
盛
大
に
華

や
か
に
卒
業
会
員
を
送
り
だ
す

事
が
出
来
ま
し
た
。

式
典
の
部
で
は
卒
業
証
書
の

授
与
が
行
わ
れ
た
後
、
佐
野
卓

郎
令
和
６
年
度
会
長
予
定
者
に
よ
る

“
送
辞
”、
鷲
見
隆
仁
卒
業
会
員
に
よ
る

“
答
辞
”
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
部
で
は
、
卒
業
会
員

1
人
ひ
と
り
か
ら
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
、

最
後
に
記
念
撮
影
を
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

改
め
て
10
名
の
卒
業
会
員
の
先
輩

方
「
ご
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」

卒
業
定
例
会
に
ご
参
加
頂
い
た
皆

様
、
そ
し
て
運
営
に
関
わ
っ
た
全
て

の
皆
様
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
一
同

新
入
会
員
の
紹
介

中野　志保
(なかの　しほ)
風太ァズ

☎03-5500-3040
レッサーパンダに関するグッズ開発、出版、

イベント企画、講演会

佐野　卓郎
(さの　たくろう)

麦わらライフサポート
☎080-1151-1884

資産形成・保険代理店業、
FP業務

お口と歯のことなら何でもご相談ください！

医療法人社団  輝

藤本歯科長洲医院
千葉市中央区長洲₂丁目20−17

☎043−225−2030
休診日　日曜日・祝日

従業員に関する相談
社内規程・社会保険
建設許可・派遣許可
TEL：0 4 3 − 2 4 5 − 2 2 8 8
千葉市中央区新町19-15 リエス千葉新町501
h t tps : //o f f i ce -mor i .b i z/

MORI社会保険労務士・行政書士事務所

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を5/2 ～ 6/30に実施
いたします。（※ 4/1 ～ 4/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、
会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、
入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、
是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし
　全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

千葉商工会議所　会員交流課
─連絡先─ＴＥＬ：０４３－２２７－４１０３

令
和
6
年
3
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰
に
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
「
第
43

回
全
国
大
会
加
賀
能
登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
Y
E
G
か
ら
は 

現
役
・
O
B
・
事
務
局
合
わ
せ
て

▲�卒業会員代表　鷲見氏（写真右）
　次年度会長予定者　佐野氏（写真左）

▼�１列目写真右から林氏、鷲見氏、横山氏　２列目写真右から岡崎氏、高山氏、
平木氏　３列目写真右から北畑氏、川上氏、中野氏、瀬口氏（順不同・敬称略）

ご卒業
おめでとうございます！

17
名
の
参
加
で
し
た
。

震
災
の
影
響
で
一
部
の

分
科
会
等
が
変
更
に
な
っ

た
と
の
事
で
す
が
、
全
体

登
録
１
０
，８
５
３
名
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
新
幹
線
の
開
通

と
重
な
り
、
小
松
や
金
沢

が
と
て
も
活
気
の
あ
る
街

だ
と
い
う
印
象
に
な
り
ま

し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経
営
開
発
委
員
会
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【特集】　NISA ってどんな制度？ 《特集》

令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
の
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
１
月
に
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
新

し
い
仕
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
改
正
を
き
っ
か
け
に
改
め
て
注
目
さ
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
制
度
の
仕
組
み
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
企
業
に
お
け
る
福
利
厚
生
制
度
と

し
て
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
活
用
法
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
仕
組
み

ⅠＮ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
少
額
投
資
非
課
税
制
度
と
い

い
、
個
人
投
資
家
の
た
め
の
税
制
優
遇
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）
通
常
、投

資
で
得
ら
れ
た
収
益
に
は
20
・
315
％
の
税

金
（
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
15
・
315
％
、

住
民
税
5
％
）
が
掛
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で
の
投
資
で
得
ら
れ
た

収
益
は
非
課
税
と
な
り
、
税
金
が
掛
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
分
手
元
に
残
る
金
額
が
多
く
な

り
、
再
投
資
な
ど
に
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
し
な
い
場
合
に
比

べ
て
、
よ
り
効
率
的
に
資
産
形
成
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で

運
用
し
て
い
て
も
資
産
の
引
き
出
し
に
は
制

限
が
な
い
た
め
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、
資
産
の
活
用
が
可
能
で

す
。2

0
2
4
年
１
月
の
改
正
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
は
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
資
産

形
成
の
目
的
に
合
わ
せ
て
活
用
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
時
限
措
置
と
な
っ
て
い

投
資
の
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」
で
は
、そ
の
名
の
通

り
積
立
に
よ
る
投
資
を
行
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
商
品
は
、
長
期
・
積
立
・
分
散
投
資
に

適
し
た
も
の
と
し
て
、
金
融
庁
の
定
め
る
基

準
を
満
た
し
た
投
資
信
託
で
す
。
一
方
、「
成

長
投
資
枠
」
で
は
、
積
立
投
資
の
ほ
か
、
一

括
投
資
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
対
象
と

な
る
商
品
は
上
場
株
式
や
投
資
信
託
な
ど
で
、

「
つ
み
た
て
投
資
枠
」に
比
べ
る
と
運
用
商
品

の
選
択
肢
は
広
が
り
ま
す
が
、
安
定
的
な
資

産
形
成
に
適
し
て
い
な
い
商
品
は
、「
成
長
投

資
枠
」
に
お
い
て
も
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま

す
。新

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
年
間
投
資
枠
は
「
つ
み
た

て
投
資
枠
」
で
1
2
0
万
円
ま
で
、「
成
長

与
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
奨
励
金
の
金
額

に
つ
い
て
従
業
員
ご
と
に
差
を
設
け
る
こ
と

は
、
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に
お
い

て
は
特
段
の
制
限
は
な
い
た
め
、
柔
軟
な
設

定
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
特
定
の
従
業
員

に
と
っ
て
不
当
に
差
別
的
な
設
計
と
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。

な
お
、
こ
の
奨
励
金
は
給
与
所
得
と
し
て

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
企
業
の
会
計
処

理
に
お
い
て
「
福
利
厚
生
費
」
と
し
て
費
用

投
資
枠
」
で
2
4
0
万
円
ま
で
で
す
。
両
方

の
枠
を
合
わ
せ
る
と
年
間
の
投
資
上
限
額
は

3
6
0
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
非
課
税

で
の
保
有
限
度
額
は
1
，8
0
0
万
円
で
、こ

の
う
ち
「
成
長
投
資
枠
」は
1
，2
0
0
万
円

ま
で
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
上
限
枠
で
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
の
利
用
は
少
額
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
自
分

に
合
っ
た
投
資
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

企
業
に
お
け
る
福
利
厚
生
制
度

と
し
て
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
活
用
法

Ⅱ
―
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
―

将
来
の
た
め
の
資
産
形
成
の
方
法
と
し
て
、

投
資
に
よ
る
運
用
を
検
討
す
る
人
は
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
投
資
に
興
味
が
あ

り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
１
歩
踏
み
出
せ
な

い
で
い
る
人
も
多
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
従
業
員
が
資
産
形
成
の
第
１
歩

と
し
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
投
資
を
始
め
ら
れ

る
よ
う
、
企
業
が
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
、
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
す
。

（
図
３
）

職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
事
業
主

が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
な
ど
の

事
業
者
と
契
約
を
し
、
利
用
を
希
望
す
る
従

業
員
が
、
事
業
者
が
選
定
す
る
金
融
商
品
の

な
か
か
ら
投
資
対
象
を
自
ら
選
択
し
ま
す
。

そ
し
て
、
給
与
天
引
き
や
口
座
振
替
な
ど
に

よ
っ
て
投
資
を
行
う
も
の
で
す
。
企
業
が
、

従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
制
度
と
し
て
職

た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
の
口
座
開
設
期
間
が
恒
久
化

さ
れ
、
売
却
し
た
分
の
非
課
税
投
資
枠
は
翌

年
以
降
再
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
で
得
ら
れ
た
収
益
の
非

課
税
保
有
期
間
も
無
期
限
と
な
っ
た
た
め
、

期
限
を
気
に
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
好
き
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
始
め
ら
れ
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
わ
せ
て
、
資
金
が
必
要
な
と
き
に
は
資
産

NISAってどんな制度？
〜新しくなったNISA制度の
仕組みと福利厚生制度としての
活用法〜

を
引
き
出
し
、

余
裕
が
で
き

た
ら
投
資
を

再
開
す
る
な

ど
、
柔
軟
に

資
産
形
成
を

行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。新

Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
に
は
、「
つ

み
た
て
投
資

枠
」
と
「
成

長
投
資
枠
」

が
あ
り
、
自

分
に
合
っ
た

NISA
取扱業者

利用者
（従業員）

事業主等
必要な契約の締結

説明会やe -ラーニングの実施

口座開設書類の提出／口座開設完了連絡

職場つみたてNISA拠出申込書、口座振替用紙提出

目論見書等の交付

口座引き落しや給与天引きによる資金の送金

商品買付け

利用規約の作成、
必要な労使協定の整備

Ⅱ

場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
で
口
座
開
設
の
手
続
き

を
し
た
り
、
投
資
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
す
る

こ
と
に
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て
い
る
従
業
員
に
、

資
産
形
成
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
導
入
す
る
際
、

企
業
は
「
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
利
用
規

約
」
を
作
成
し
、
規
約
に
お
い
て
、
下
表
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お

く
こ
と
で
、
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
４
）

職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
拠
出
を

行
う
従
業
員
に
対
し
、
企
業
が
奨
励
金
を
付

�図１：NISAにおける税制優遇措置のイメージ

図２：2024年１月以降の新NISAの制度概要� 金融庁ホームページより

図３：職場つみたてNISAの仕組み（例）

図４：職場つみたてNISA利用規約の記載項目（例）

船橋 郁恵 氏（ふなはし　いくえ）
株式会社TIM Consulting　取締役
社会保険労務士、企業年金総合プランナー（１級DCプランナー）、
高度年金・将来設計コンサルタント、AFP。
企業におけるライフプランセミナー等の企画・運営に携わるとともに、
企業年金コンサルタントとして、従業員の資産形成を支援する企業
年金制度や福利厚生制度の導入支援を行う。
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計
上
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
給
与
所

得
に
該
当
し
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

企
業
が
、
前
年
度
よ
り
給
与
等
の
支
給
額

を
増
額
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
増
加
額
の
一
部

を
法
人
税
か
ら
税
額
控
除
で
き
る
、
賃
上
げ

促
進
税
制
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
賃

上
げ
の
要
件
や
税
額
の
控
除
率
は
企
業
規
模

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
職
場
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
奨
励
金
も
、
こ
の
賃
上
げ
促
進

税
制
の
対
象
と
な
る
給
与
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
お
け

る
取
引
は
、
通
常
の
有
価
証
券
取
引
と
同
じ

よ
う
に
金
融
商
品
取
引
法
等
の
関
係
法
令
や

諸
規
則
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
企
業
が
対
応
で
き
る
こ
と
は
法

令
の
範
囲
内
に
限
る
、
と
い
う
点
に
は
十
分

留
意
が
必
要
で
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
の
開
設

書
類
等
、
一
部
の
書
面
に
つ
い
て
企
業
を
通

じ
て
の
受
取
り
や
交
付
と
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
企
業
が
支
援
で
き
る
内
容
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
投
資
の
判
断
や
拠
出
額
の

管
理
な
ど
も
、
従
業
員
自
身
が
行
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
内

容
と
従
業
員
が
自
己
責
任
で
行
う
内
容
を
明

確
に
し
、
規
約
に
明
記
す
る
こ
と
で
、
ス
ム

ー
ズ
な
制
度
運
営
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

従
業
員
の
資
産
形
成
支
援
の

た
め
の
金
融
経
済
教
育

Ⅲ職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
取
扱
業

者
で
あ
る
金
融
機
関
な
ど
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
制
度
の
利
用
者
で
あ
る
従
業
員

に
金
融
経
済
教
育
を
行
い
ま
す
。
主
な
内
容

と
し
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
概
要
や
税
制
、

分
散
投
資
や
長
期
投
資
の
効
果
、
対
象
商
品

の
特
性
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
企
業
か

ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
継
続
し
て
金
融
経
済

教
育
や
金
融
商
品
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
融
経
済
教
育
は
、
利
用
者
と
な
る
従
業

員
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
よ
り
効
果
的
な
教
育

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、

実
施
方
法
や
教
育
の
内
容
、
実
施
の
頻
度
や

開
催
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
自
社
に
あ
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分

自
身
の
将
来
の
資
産
形
成
に
つ
い
て
意
識
を

向
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
資
産
形
成

に
つ
い
て
の
学
び
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
と
で
き
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
資
産

形
成
に
つ
い
て
、
特
に
伝
え
て
い
き
た
い
内

容
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討

将
来
の
た
め
の
資
産
形
成
を
考
え
る
際
は
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

立
て
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
将
来
は
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
で
、
い
つ
ま
で
に
ど
ん
な
資
金
を
準
備

し
、
ど
の
よ
う
に
資
産
を
形
成
し
て
い
く
の

か
と
い
う
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
設
計
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
従
業
員
ひ
と
り
ひ

と
り
の
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
活
用
法

の
具
体
的
な
検
討
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

⃝
公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
給
付
に
つ
い
て

将
来
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る
際
や

リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き

に
は
、
公
的
年
金
制
度
の
知
識
も
必
要
不
可

欠
で
す
。
老
齢
年
金
は
い
つ
か
ら
い
く
ら
受

け
取
れ
る
の
か
な
ど
、
基
本
的
な
仕
組
み
を

知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
そ
の
他
に
必
要
と
な

る
準
備
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

た
め
に
、
漠
然
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
の
が
現
状
で
す
。
不
安
を
抱
え
た
ま
ま

で
や
み
く
も
に
資
産
形
成
を
し
て
も
、
安
心

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
理
解
を
し

た
う
え
で
必
要
な
準
備
を
行
え
る
よ
う
、
情

報
を
得
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ま

た
、
遺
族
や
障
害
な
ど
、
万
が
一
の
場

合
に
受
け
ら
れ
る
給
付
が
あ
る
と
い
う
こ
と

も
、
知
っ
て
い
る
と
将
来
の
安
心
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。

⃝�

資
産
形
成
の
た
め
の
投
資
に
お
け
る

　
リ
ス
ク
を
考
え
る

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
あ
っ
て
も
投
資
を
行
う
以
上
、

リ
ス
ク
は
付
き
物
と
言
え
ま
す
。
一
般
的
に

は
「
リ
ス
ク
＝
危
険
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、投
資
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
、リ

タ
ー
ン
の
振
れ
幅
を
指
し
ま
す
。
期
待
し
た

リ
タ
ー
ン
と
実
際
の
リ
タ
ー
ン
に
差
が
生
じ

た
と
き
、
ど
こ
ま
で
許
容
で
き
る
か
は
ひ
と

り
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
の
資
産
形
成
を
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
投
資
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
リ
タ

ー
ン
・
リ
ス
ク
」
の
考
え
方
や
「
長
期
・
積

立
・
分
散
投
資
」
に
よ
る
リ
ス
ク
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
、
基
本
的
な
知
識
を
習
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
企
業
が
職
場
つ
み
た
て

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
導
入
す
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な

知
識
習
得
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
従
業

員
の
投
資
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
マ
ネ
ー

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
と
い
う
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

金
融
経
済
教
育
の
実
施
に
よ
っ
て
、
従
業

員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
資
産
形
成
の
重
要
性
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
企
業
が
実
施

す
る
職
場
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
、
自
分
自

身
の
将
来
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
よ
り
実
感
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
や
将
来
の
資
産
形
成
の
目
的
を

明
確
に
し
、
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
自
分
自
身
の
資
産
形
成
は

も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
お
い
て
も
、
従
業
員
の

資
産
形
成
の
支
援
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

で
、
将
来
の
た
め
の
資
産
形
成
を
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【特集】　NISA ってどんな制度？

編集：千葉商工会議所　女性会

当
女
性
会
は
、
J
R
千
葉
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
て
２
０
２
４
年
２
月
23
日
に
、

当
女
性
会
員
で
制
作
し
た
「
つ
る
し
雛
」
の
展
示
お
よ
び
無
料
体
験
教
室
を

開
催
致
し
、
多
く
の
老
若
男
女
の
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
頂
き
ま
し
た
。

2月23日（祝・金）

JR千葉駅

つ
る
し
雛

つ
る
し
雛
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

老
若
男
女

老
若
男
女
のの
皆
様
、熱
心

皆
様
、熱
心
にに
挑挑
戦戦
!!

い
に
く
の
天
候
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

お
子
様
や
お
孫
さ
ん
連
れ
の
ご
家
族
や

ご
友
人
同
士
、
ご
夫
妻
等
、
45
名
も
の

大
変
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
完

成
品
を
お
土
産
に
、
笑
顔
で
お
持
ち
帰

り
頂
き
ま
し
た
。

お
席
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
寒
い
中

お
待
ち
頂
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
程

の
人
気
で
、今
後
、同
教
室
へ
参
加
し
た

会
場
で
は
、
髙
梨
会
長
と
、
つ
る
し
雛

事
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
古
谷
副
会
長

は
じ
め
、
櫻
木
副
会
長
、
中
村
（
洋
）
理

事
と
「
ひ
な
の
会
」
会
長
の
増
渕
先
生
の

計
５
名
が
対
応
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
み
ど
り
の
窓
口
で
の
つ
る

し
雛
展
示
お
よ
び
無
料
体
験
教
室
を
、

午
前
・
午
後
の
２
回
開
催
致
し
ま
し
た
。

強
風
が
吹
き
荒
れ
る
極
寒
と
い
う
、
あ

い
と
の
お
声
も
沢
山
頂
戴
し
、
大
盛
況

で
し
た
。
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
、
J
R

千
葉
駅
様
を
は
じ
め
、
皆
様
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
、地
域
経
済
活
性
化

に
貢
献
す
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

栄
之
は
、旗
本
出
身
と
い
う
異
色
の
浮

世
絵
師
で
あ
り
、名
声
を
得
て
い
た
が
多

く
の
作
品
が
海
外
に
流
出
し
た
為
、全
貌

を
知
る
事
は
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

▲寒い中、熱心に作り上げる参加者

▲溢れる体験者に対応

▲お子様も楽しそうに挑戦しました

▲山梨館長（左奥から２人目）と集合写真

歴
史・文
化・ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

歴
史・文
化・ス
ポ
ー
ツ
支
援
事
業

千
葉
市
美
術
館

千
葉
市
美
術
館
に
て
に
て

栄
之
の
魅
力
に
感
嘆

栄
之
の
魅
力
に
感
嘆
!!
2月27日㈫

画
業
を
総
覧
で
き
る
世
界
初
の
魅
力

溢
れ
た
栄
之
の
作
品
を
山
梨
館
長
よ
り
、

詳
し
く
ご
丁
寧
な
ご
説
明
を
頂
戴
し
お

蔭
様
で
初
心
者
に
も
良
く
理
解
で
き
幸

せ
な
時
間
を
満
喫
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

長
身
で
楚
々
と
し
た
美
人
画
は
、
豪
華

な
続
絵
等
も
素
晴
ら
し
く
、
特
に
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
や
大
英
博
物
館
か
ら
の
里
帰
り

作
品
は
、
保
存
が
極
め
て
優
れ
て
お
り
、

鮮
や
か
な
色
彩
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

魅
力
溢
れ
た
同
展
鑑
賞
後
、丸
万
寿
司

で
美
味
な
る
昼
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、感

動
の
余
韻
と
共
に
、栄
之
の
魅
力
に
感
嘆

し
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

海
外
よ
り
多
く
の
作
品
を
投
入
為
さ

れ
た
同
展
を
鑑
賞
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た

の
は
、同
館
の
熱
意
溢
れ
た
お
骨
折
り
の

お
蔭
と
有
難
く
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
田
子　

恵
子
会
員
）

当
女
性
会
は
、千
葉
市
美
術
館
視
察
研

修
会
で
、
山
梨
館
長
の
ご
案
内
を
頂
戴

し
、「
サ
ム
ラ
イ
、
浮
世
絵
師
に
な
る
！

鳥
文
斎
栄
之
展
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
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汗の輝き／創業して10年未満の汗の輝き／創業して10年未満の若い企業をご紹介若い企業をご紹介

汗汗のの輝き輝き

▲イートインコーナーもある店内 ▲自他ともに認める甘党のオーナーシェフ相馬重紀さん

▲青い外観が目を引く建物

▲フィナンシェやマドレーヌなど焼き菓子も豊富

▲季節のケーキと定番ケーキで約20種

会社DATA
パティスリー ラ メゾン ブルー

（LA  MAISON  BLEUE）

オーナーシェフ　相馬  重紀
〒262-0033　 千葉市花見川区幕張本郷１-16−１　 日進ビル1階

☎043－296－6555
HP　https://la-maison-bleue.jp/

甘
い
も
の
好
き
が
高
じ
て

い
ず
れ
は
自
分
の
店
を

　

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
甘
い
も
の
が
大
好
き

で
、
な
か
で
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
大
好
物
で
、

食
べ
過
ぎ
て
太
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
学

生
時
代
、
浦
安
市
に
あ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と
き
に
、
お
客
さ
ま
と

対
面
で
接
客
す
る
こ
と
が
楽
し
く
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
で
き
る
仕
事
が

い
い
な
と
漠
然
と
思
い
始
め
、
将
来
的
に
は
、

自
分
の
お
店
を
開
き
た
い
と
い
う
目
標
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
調
理
師
専
門
学
校
に

入
学
。
和
洋
食
全
般
を
学
び
ま
し
た
が
、
一
番

興
味
を
持
っ
た
の
が
製
菓
の
授
業
で
し
た
。
い

ず
れ
は
自
分
の
店
を
と
、
卒
業
後
は
何
軒
か
の

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
で
修
業
を
重
ね
ま
し
た
。

　

25
歳
の
と
き
に
、
洋
菓
子
の
本
場
に
行
っ
て

勉
強
し
た
い
と
思
い
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
2

週
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。
毎
日
、
下
調
べ
し

た
お
店
を
回
っ
て
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
歩
き
。
味
、

見
た
目
、
サ
ー
ビ
ス
ど
れ
を
取
っ
て
も
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
た
だ
、
か
な
り
味
が
濃
く
て

甘
い
。
お
酒
も
た
く
さ
ん
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ス
イ
ー
ツ
と
一
緒
に
苦
み
の

強
い
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を
飲
む
の
で
、
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
る
の
で
す
が
、
日
本
人
の
口
に
合
う
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
味
を

日
本
で
提
供
し
て
も
す
べ
て
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
の
人
気
パ
テ
ィ
シ
エ
の
も
と
で
修
行

妥
協
し
な
い
ケ
ー
キ
作
り
を
学
ぶ

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
良
い
面
も
悪
い
面
も
知
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
に
と
っ
て
有
意
義
な
旅
と

な
り
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
、
日
本
人
の
口
に

合
う
ケ
ー
キ
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
お
客
さ
ま
に

提
供
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
、
「
毎
日
で
も
食
べ

ら
れ
る
ス
イ
ー
ツ
」
が
、
私
が
求
め
て
い
る
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
日
だ
け
で
は
な
く
、

気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
洋
菓
子
作
り
を
理
想
と

し
、
習
志
野
市
に
あ
る
「
ル
・
パ
テ
ィ
シ
エ　

ヨ
コ
ヤ
マ
」
で
4
年
間
働
き
ま
し
た
。
パ
テ
ィ

シ
エ
の
横
山
知
之
氏
は
、
一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ

フ
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
活
躍
し
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の

ケ
ー
キ
職
人
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
輝
い
た
方
で

す
。
「
ル
・
パ
テ
ィ
シ
エ　

ヨ
コ
ヤ
マ
」
の
洋

菓
子
は
ま
さ
に
私
が
目
指
す
ス
イ
ー
ツ
で
、
一

番
影
響
を
受
け
た
お
店
で
す
。

　

横
山
氏
は
、
妥
協
を
し
な
い
と
い
う
点
で
は

厳
し
い
方
で
し
た
。
な
か
で
も
、
素
材
に
対
し

て
の
こ
だ
わ
り
は
強
く
、
素
材
の
良
し
あ
し
で

味
に
大
き
な
違
い
が
出
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

凝
っ
た
細
工
に
こ
だ
わ
る
よ
り
、
フ
ル
ー
ツ
な

ど
素
材
を
生
か
し
た
シ
ン
プ
ル
な
ケ
ー
キ
と
い

う
自
分
の
ケ
ー
キ
作
り
の
原
点
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
幕
張
本
郷
の
出
身
で
、
店
を
持
つ

な
ら
地
元
で
、
と
決
め
て
い
た
の
で
、
良
い
物

件
が
空
く
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
張
本
郷

は
飲
食
店
の
物
件
が
少
な
い
の
で
、
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
青
い
壁
が
印

象
的
な
テ
ナ
ン
ト
が
空
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
独
立
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
9
月
に
、
「
ラ 

メ
ゾ
ン 

ブ

ル
ー
」
（
青
い
家
）
を
開
店
。
私
が
39
歳
の
時

で
し
た
。
派
手
に
宣
伝
を
す
る
の
が
好
き
で
は

な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
な
か
な
か
客
足
が
伸

び
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
、
1
年
後

に
は
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
し
て
家
で
ゆ
っ
く
り

ケ
ー
キ
を
味
わ
い
た
い
と
い
う
お
客
さ
ま
が
多

く
訪
れ
、
平
常
時
よ
り
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
。

む
し
ろ
、
今
の
方
が
、
材
料
費
の
高
騰
で
仕
入

れ
値
が
上
が
り
、
多
少
で
は
あ
り
ま
す
が
値
上

げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
苦
し
い
で
す

ね
。
現
在
も
材
料
費
の
値
上
が
り
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
私
の
中
で
は
ケ
ー
キ
は
こ
の
ぐ
ら
い

の
値
段
ま
で
、
と
い
う
ラ
イ
ン
が
あ
る
の
で
、

価
格
を
な
る
べ
く
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

焼
き
菓
子
に
ケ
ー
キ
、

選
択
す
る
楽
し
さ
を
提
供
す
る

　

現
在
、
焼
き
菓
子
約
20
種
、
ケ
ー
キ
約
20
種

を
常
時
販
売
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
訪
れ
た

洋
菓
子
店
で
、
種
類
の
多
さ
に
目
移
り
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
の
、
う
れ

し
さ
や
感
動
を
こ
の
店
で
も
実
現
し
た
か
っ
た

ん
で
す
。
お
客
さ
ま
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

中
か
ら
選
ぶ
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
「
お
店
の
ウ
リ
は
何
で
す
か
？
」
と

よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
「
こ
れ
が
ウ
リ
で
す
」
と
い
う
商
品
を

作
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
注
文

を
受
け
て
か
ら
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
を
絞
っ

て
入
れ
る
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
口
コ
ミ
で
広
ま

り
人
気
が
高
い
の
で
す
が
、
そ
れ
に
引
っ
張
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
個
々
の
お
客
さ
ま

の
口
に
合
う
も
の
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
分
、
品
数
が
多
い
の
で
、
作
る
の
は
か

な
り
大
変
で
す
。
厨
房
で
は
、
私
を
含
め
5
人

体
制
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
業
界
は
、
繊
細

で
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際

は
力
仕
事
が
多
く
体
力
勝
負
の
世
界
。
イ
メ
ー

ジ
と
違
う
と
夢
破
れ
て
辞
め
て
し
ま
う
子
も
少

な
く
な
い
の
で
、
か
つ
て
私
が
教
わ
っ
て
き
た

よ
う
に
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

丁
寧
に
教
え
て
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

地
元
密
着
で
、
小
学
生
が
一
人
で
買
い
に
来

て
く
れ
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
と
し

て
、
例
え
ば
、
引
っ
越
し
し
た
お
客
さ
ま
が
幕

張
本
郷
に
戻
っ
て
き
て
こ
の
店
の
焼
き
菓
子
や

ケ
ー
キ
を
懐
か
し
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、
幅
広
い
層
の
方
に
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
け
る
洋
菓
子
を
、
今
後
も
作
り
続
け
て
い
き

ま
す
。

地元の人々、幅広い層に愛される
素材にこだわった手作りパティスリー

　JR幕張本郷駅から徒歩4分。青いビルの１階に店を構える「ラ メゾン ブルー」
は、地元の人々に親しまれているパティスリー。奇をてらったものではなく、素
材の美味しさを生かした手作りの洋菓子を提供しています。甘いものが心底好
きだからこそ、幅広い年齢層に美味しい、楽しいと感じていただける洋菓子を作
るのが自分の仕事だというオーナーシェフの相馬重紀さんにお話を伺いました。

▲販売やパッケージのアイディアは奥様が担当
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▲寄付者のみなさまと

▲多くの方にご来場いただきました ▲ようやく開花しました

「
千
葉
城
さ
く
ら
祭
り
」開
催

去
る
3
月
23
日
㈯
か
ら
、
亥
鼻
公
園
に

お
い
て
「
第
23
回
千
葉
城
さ
く
ら
祭
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
す
る
千
葉
城
さ
く
ら
祭
り
実
行

委
員
会
で
は
、
２
０
２
６
年
の
千
葉
開
府

９
０
０
年
に
向
け
、
亥
鼻
公
園
が
後
世
に

名
を
残
す
桜
の
名
勝
と
な
る
よ
う
千
葉
市

と
連
携
し
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
千
葉
城

さ
く
ら
植
樹
基
金
を
設
け
、
亥
鼻
公
園
の

桜
再
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
計
画
し
て
い
た
桜
50
本
の

植
樹
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
3
月
23
日

㈯
11
時
か
ら
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
実
行
委
員
会
足
立
会
長
及
び

千
葉
市
神
谷
市
長
の
挨
拶
後
、
同
植
樹
基

金
の
寄
付
者
名
を
入
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
寒
の
戻
り
と
悪
天
候
等
の
影
響

に
よ
り
、
3
月
27
日
㈬
に
な
っ
て
も
桜
が

開
花
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
催
期
間

を
4
月
5
日
㈮
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

3
月
29
日
㈮
に
は
、
よ
う
や
く
桜
が
咲

き
、
お
花
見
を
す
る
方
々
で
、
賑
わ
い
ま

し
た
。

�▲活発な意見交換が行われました

▲千葉開府900年に向けたロゴマーク

「
第
２
回
千
葉
開
府
９
０
０
年
記
念
協
議
会
」開
催

千
葉
市
で
は
２
０
２
６
年
に
迎
え
る

「
千
葉
開
府
９
０
０
年
」
に
向
け
て
、市
内

経
済
団
体
や
学
術
関
係
団
体
等
か
ら
な
る

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
記
念
事
業
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
2
回
目
と
な
る
会
議
を
開
催
し
、

記
念
事
業
推
進
計
画
（
案
）
や
令
和
6
年

度
の
協
議
会
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
記
念
事
業
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、「
千
葉
一

族
か
ら
の
学
び
を
活
か
し
、
未
来
へ
向
け

た
ひ
と
づ
く
り
、
文
化
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
千
葉
市
の
令

和
6
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
千

葉
開
府
の
日
（
6
月
1
日
）
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
千
葉
の
親
子
三
代
夏

祭
り
と
の
連
携
を
行
い
、
機
運
の
醸
成
を

図
る
予
定
で
す
。

意
見
交
換
で
は
、「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
親

し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
」「
千
葉
城

中
心
の
催
し
が
多
い
が
、
他
の
地
域
に
も

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
よ
う
な
も
の
を
検
討

し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

千
葉
開
府
の
日

平
安
時
代
後
期
、
大
治
元
年
（
１
１ 

２
６
年
）
の
６
月
１
日
に
、
桓
武
平
氏
平

高
望
の
子
孫
、
常
重
（
つ
ね
し
げ
）
は
現

在
の
緑
区
大
椎
町
か
ら
中
央
区
亥
鼻
付
近

に
本
拠
地
を
移
し
、
初
め
て
「
千
葉
」
と

名
乗
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
千
葉
の

ま
ち
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
千
葉
市
で
は
、
6
月

1
日
を
「
千
葉
開
府
の
日
」
と
し
て
お
り

ま
す
。

（
千
葉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

Saika Corporation


